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を新たに開発した。基本原理は、3 本のタングステン線を流れ方向に 0.65mm 間隔で配置し、中央のタン
グステン線を定温度型熱線風速計(CTA)として作動させ、その前後のタングステン線で中央の熱線の温
度ウエーク(熱タフト)を検出するものである。従って、この検出計は局所的な瞬間速度とその方向を同時







        
図 1 逆流検出器拡大図 
                         図 2 逆流検出器の回路 
 
３．ボルテックスジェネレーター（VG）を用いた Active 制御 
3.1 翼模型諸元 
図 3 は、この実証実験で使用した翼模型の外観と翼断面形状で、翼弦長 170mm、翼幅 300mm、翼弦
長に基づく Re 数は 2.0×105 である。VG は 0.5mm 厚のアルミ板で製作し、翼弦長の 30%位置に 40mm
間隔で 6 つ取り付けられている。VG の形状や寸法については図 4 の通りである。VG の高さはその位置
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での境界層厚さを考慮して 4mm とした。最後に表面をラッピングフィルムで仕上げた。 
 また、図 5 は翼模型内部の構造を示している。VG の制御機構としては、ラジコン機などに多く使用され
ているサーボモータを駆動源とし、ピアノ線を介してねじで回転支持された VG を外部信号で制御でき、
VG が主流に対して約±30°回転する往復運動を実現した。これにより、必要な時のみ外部から VG を作
動させる Active 制御が可能となった。また、VG を往復運動させることによる剥離遅延効果を確認するた




















こで、迎角 18°の条件で、80%翼弦位置に貼り付けたタフトによる流れの可視化結果を図 6 および図 7 に
示す。図 6 は VG が作動していない場合、図 7 は VG を左右に往復運動させた場合の可視化結果であ















あれば流れが順流であり、負であれば逆流であることを示し、黒い線がその境界である 0V を表している。 
















                                



























検出計の出力結果を図 10 および図 11 に示
す。図 10 は周期的吹き出し 1[Hz]の場合、
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図 10 周期的吹き出し 1[Hz] 
図 11 周期的吹き出し 5[Hz] 
